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Study on Relation between Sulfar Oxides and Steel Corrosion (Part 2) 
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KAYOKO MARUTA， AND SHOSABURO ISHlDO 
暴露地点として，常時環境測定を行っているス気汚染
モニタリ ングステーションのある地点，およびその附近
lζ配置した。その個所は，図uc示す様lζ府下20カ所で
ある。
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アルカリP紙，鋼板j街蝕測定地点、
E 暴m方法について
雨の影響を受けない線iζ，シェJレター (写真)の中に
資料を取りつけた。
シェJレター (A)は大阪的，市等で二酸化鉛法の測定
Iこ使用している。シェノレター (8)は，本実験のアルカ
リ施紙法及び，鋼蚊j肖蝕の暴露!と使用した。
シェJレター (A)には，二般化鉛を含ませた布を円筒
図- 1
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序論
公害lと対する住民意識が年身高まり，今までの工業経
済の優先から人間優先へと変りつつある。
しかし，臨海工業地帯におけるコンピナー トの造成，
企業分散によるが『工業地域などの建設により，その周辺
の自然環境は大きく変迭し，また，工場等から排出され
る大気汚染物質により，住民の健康，植物，建築材等lζ
害を与え，大きな社会問題になっており，公害を少なく
する住民運動も議んにおとなわれている。
公害を少なくするには，汚染の実態をきめ乙まかく把
援する必要がある。[!Jlち，発生源から排出される汚染物
質がどのような経路で，どの位排出されているか，また
各地点の環境汚染がどの程度のものかを知らねばならな
い。しかし，地方自治体で行われている環境汚染の測定
地点が少なく， 測定結果の公報も遅いなどの問題があ
る。公害を少なくするには，もっと手軽な汚染測定法を
開発して，科学的な根拠をもった住民運動を展開するこ
とが必要と考える。
そ乙で，大気汚染物質の中で，いおう酸化物が代表的
なものと言われている。その簡易測定法として，いおう
酸化物による鋼板腐蝕量を尺度にして，濃度を推定する
乙とを考え，昨年の本紀要に報告し，さらに実験を継続
した。
報告された測定結果は，いおう酸化物濃度と鋼板腐蝕
の関係は雨のかからない屋外の軒下では，相関が見られ
たが屋外では雨の影響を受けて相関が見られなかったと
とから，暴露方法の改良が望まれる。また鍬板の処理
法，暴露している個所のいおう酸化物汲皮測定，気温，
湿度等の気象条件による影響などの問題を解明しなけれ
ばならない。
とれらの問題点を考除、して実験を進めた。
実験概要
鋼板及びいおう濃度測定点の配置
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(A) (B) 
シェルタ ー
lζ巻いて暴露し，シェJレター (B)は，アルカリ泌紙を
円筒IC巻いて，その下iζ鋼板を儲けて暴露した。
I ..板腐蝕度の測定方法
使用した鋼板の製品及び大きさ，鋼板の暴露前の処理
は昨年度本紀要IC記しているのと同様にした。しかし暴
露後の処理ーについては，稀盗酸のみで処理した場合.~，!l 
とともに錆びていない鋼板部分まで溶けるζとが問題と
なった。塩酸i農皮を1m々変えて検討したが塩般の濃度を
薄くすると，鋪板の溶解も減ずるが，錆の処理も著しく
減返する。(図2)
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図-2溢酸浪Ilによる鋼板溶解量の時間的変化
そ乙で，塩酸K有機カチオンと極化策ー錫を加える乙
とによって，錆びていない部分の裕解を抑える乙とを涼
みた。 有限カチオン，溢化第一錫， 盗~の各量を変化さ
せて，鋼板終解量を，調べたのが，図3である。結局.n
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図-3有機カチオン塩化第一錫を加えた温般による鋼
板溶解盆の変化
機カチオン.Jiii化第一錫の盤を増せば，終解量は殆んど
無視出来る程度となる乙とがわかった。そ乙で.15%~足
酸iζ有機カチオンを1f当り10g.話量化第一錫を70g入
れた処理液を使用する乙とにした。
W いおう強化物..度鴻定法
大阪府，市等で大気汚染を測定しているモニタリング
ステーションでは，導電自記計及び二酸化鉛法でいおう
酸化物理E度を測定している。
しかし，本実験の測定地点でモニタリングステーショ
ンから綴れた測定地点のいおう酸化物濃度を知るために
アルカリ穏紙法での測定も併せて行なった。
導m自記計の特徴は，定量滋度測定であり，時間どと
の浪度変化を記録計に自記する。そして，風，湿度の彰
絡を受けない利点がある。 しかし，アンモニアガスなど
のアルカ リ ↑生成分の影響を受け る。 そ して，針~~が高価
であり，溶液，フィルターの取りかえなどの管沼!lC労力
が要るなどの欠点がある。
二酸化鉛法については，風，気温，湿度tζ影草野を受Iず
る。また，二酸化鉛訟薬の品質により著しく活性皮が異
なるため，一定の品質のものを使用する。そして，測定
操作が廷しいため，本実験では，アルカリ歯車伝法を使用
した。
特徴としては，試~の品質による差が少なく測定操作
が簡便であり，同一の試料箆MEから，いおう酸化物と釜
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素酸化物及び準化水系なども同時に測定する乙とができ
る。そして，暴露回数による捕集能力の低下が少なく，
溜紙面積と捕集量の関係、は，直線的な正比例であるなど
の利点があるが，欠点として，二酸化鉛と問機に，風，
気温，湿度等!Cよる影響を受ける。
測定結果及びその考察
同ーのシェJレター内で暴露された鋼板腐蝕量とアルカ
リ鴻紙法によるいおう般化物測定値及び自治体で測定さ
れた導m率法による，イオウ酸化物濃度，二酸化鉛法に
よるイオウ酸化物濃度を比較したのが，図4""図6であ
る。
アルカリ漣紙法，二首長化鉛法によって，測定されたイ
オウ酸化物滋度と鋼板の腐蝕量は，各月別にみると相関
があるといえる。しかし，導電率法の結果と鋼板腐蝕監
を比較した場合，それ程相関は認められない。導電率法
由。
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いおう酸化物濃度 (719・SOa/day・1∞01)
図-4 アルカリP紙法によるいおう酸化物濃度と鋼板
腐蝕の関係
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図-5導~$法によるいおう酸化物湿度と鋼板腐蝕盤
の関係
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いおう酸化物濃度 (719• SOa/day・10001)
図-6 Pb02法によるいおう酸化物と鋼板腐蝕盆の関係
は，笠気中のアンモニアガ「ス等のアルカ リ性成分等lζ影
響をうけやすい。また，導電率法は，一定量の空気吸入
で浪皮測定を行なっているのに対して，鋼板腐蝕は空気
接触量が影響するなどによるものと思われる。鋼板の腐
蝕訟はアルカリ総紙法，二酸化鉛法lζ近い測定精度をも
っているといえる。
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いおう酸化物濃度 (719・SOa/day・1∞01)
図- 7 温度別にみたPb02法によるいおう酸化物理2皮
と鋼板腐蝕震の関係、
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いおう般化物語2度 (719・SOa/day・100Clf)
図- 8 湿度別にみたPb02法によるいおう鮫化物浪皮
と鋼板腐食h置の関係
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鋼板腐蝕量を，温度，湿度別にまとめたのが，図7.
図8である。鋼板腐蝕IC対する温度の影響について二酸
化鉛法で比較した結栄.18'C以上と12'C以下では明らか
に差が認められる。また，温度については8096程度以上
になると鋼板の腐蝕する速度が治大するといえる。
鋼板の腐蝕1と測定地点及び同一シェルター内で測定
しているアルカリ泌紙法によるいおう酸化物浪度の関係、
についての実験式を最小自乗法で求めると次のようにな
る。
s '" ~... I J"!^，4Y -0.2 (2.5 t +ω) (0.05f-24) 
但し.Y:鋼板腐蝕盈(符/day.10etl) 
S:いおう酸化物滋度 (ag.S03/daY.1∞etl) 
t :測定地点の1カ月の平均温度('C)
f :測定地煮の1カ月の平均湿度(%)
測定値を16.6'C.689彰という同じ条件lζ換算したものが
図9である。
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しかし，実験式は次の様な仮定に基づいている。図示
内の腐創!岱;といおう酸化物浪皮及び混湿度の関係、は直線
的に比例すると推定し， さらに~度50%以下では腐食h し
ないと考・えて. (気象学ハンドブックの16章‘腐食hと気
象、には「鉄製品は湿度的%以下lま鈴が生じないjと記
している)処理したが，実際!とは相関関係は曲線で，湿
度50%以下でも少しは錆びるものと考えられる。
ニ自主化鉛法IC使用しているシェルター (A)と木尖験
で鋼板，アルカリ滋紙の暴露IC使用したシェルター(8)
について，風， $d.it¥及びアルカリ泌紙法によるいおう荷量
化物濃度と比較したのが図10~閃12である。 その結*か
ら，シェルター (A)よりシェJレター (B)の方が活気
性がよく，事選身mの影響も少ないために，シェJレター内
2" 25 
いおう重量化物温度 (ag• S03/day・1∞01)
図-9 イオウ酸化物濃度と鏡板腐蝕量の関係、
(温・湿度補正したもの〉 外気('C)
図ー11 シェル?ー の種類による外気と各節分温度
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(アルカリP紙法)
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郎及び鋼板の表面温度が低い。アルカリ議紙法， ニ般化
鉛法及び鋼板腐蝕量lζ対して気楓の影響を受けるので，
乙の測定結果から気温の影響の少ないシェJレター (B)
の方が良いと言える。また， アルカリ格紙法で，本学部
屋上で暴露した結果，いおう酸化物濃度値は，シェJレタ
ー (B)の方が高い値を示した。これは，ili気性がよく
空気接触量が多いため考えられる。
総 括
一応，測定が簡単で誰にでも使用でき，分析操作lζ特
殊な薬品，機器，技術を必要とせず，故に，多数地点で
の同時測定が容易で， しかも測定結果がすぐわかるイオ
ウ酸化物濃度測定法として，鋼板の腐蝕度を平IJ用できる
乙とが『車かめられた。
しかし，測定法として，より正確なものとするために
は，鈎五1こ対する温度，21度の影型車など，鋼板の!符創!の
定性， 定iil的な検討が必要で， 更に実験を~ね，尚一回
精度をあげなければならない。
終りにあたり，本研究は本学絡元助手， 山本靖子氏の
御協力と御助言をいただきました。乙乙に感謝の怠を表
( t.J ) 
します。また，大阪公害監視センター ， 大阪市環境保健
管理センター，助!市公害課の皆様はじめ，f市・々 の資料を
御提供下さ ったり，鋼板配置IC御協力下さいました方々
に深く感謝します。なお，本研究は，文部省科学研究費
補助金を受けて行ったものです。
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